
第９回会津美里町総合計画審議会 開催記録（会議内容の要点記録） 
 
日時 平成 27 年 5 月 28 日（木）午後 1 時 30 分～午後 2 時 45 分  
場所 会津美里町役場高田庁舎 第６会議室 
 
出席委員：石光真委員 杉原由美委員 斎藤信子委員 須田保子委員 櫻井宏信委員  

横谷光子委員 上杉述史委員  
全 14 名中 7 名出席 

欠席委員：大竹勉委員 白井栄一委員 遠藤秀一委員 鶴賀イチ委員 板橋信幸委員 
新山諭委員 武藤裕一委員   

 
事務局：まちづくり政策課長 佐々木（宏） 課長補佐 佐々木（康） 小林係長 

 担当 鈴木 
 
 
○開 会  
 
○会長あいさつ 
 
○議 事 
 
 １．地域審議会答申について 

（事務局から説明） 
 
  委員 地域審議会からの付帯意見としてもでているが、空き家対策は非常に重要と考

える。本審議会としてこの件に関して意見として出せるのか 
 事務局 昨日に空き家の特別措置法が完全施行された。今後問題になっていくのは代執

行等の取扱いになるため、空き家等対策計画の策定を今年度予定しており、本審

議会としては、本総合計画にどう位置づけていくかについて議論いただくこと

となる。 
 
 ２．町民懇談会の結果について 

（事務局から説明） 
 
  委員 高田の懇談会に参加したが出席者が少なかった、商工関係者が少なく残念だっ

た。 



  委員 町民の参加意識が低い、ある程度集まらないと有効な意見が出ないのではない

か。PR の方法も考えてほしい。 
 事務局 いろいろな団体等へ声はかけたが、参加者は伸びていかない。今後は総合戦略策

定のなかで、各地域に入っていくことを考えている。この結果は総合計画の検討

の材料にもしていく。 
  委員 ある程度できあがったもので説明したほうがいいのではないか。 
 事務局 懇談会の意見のなかで、重点プロジェクトは「人づくり」が一番上にくるべきで

はないかとの意見について協議いただきたい。 
  委員 どれが一番だということではない。それぞれ相乗効果があるものであり、順番を

変える必要は無いと考える。 
  委員 意見のなかで、「美里」を「坂下」に変えても通用するものではないかとの意見

があったが、どのように感じているのか。 
 事務局 特色が無さ過ぎるとの意見として承った。しかし行政全般に関する総合計画、ま

た基本構想部分ではやむをえないと考えている。また、このための重点プロジェ

クトと考えている。 
 
 ３．施策別基本計画（現状と課題まで）について 
   （事務局から説明 3-5 まで） 
 
  委員 1-1 で排水施設の普及のところは接続率を表示したほうがいいのでは、また基準

をクリアしているとなっているが、町内何箇所で実施しているのか。 
 事務局 水質検査の実施箇所数は正確には把握していないが、以前は 10 箇所ぐらいで実

施されていた。なお、普及率を記載するかについては検討したい。 
  会長 1-1 のなかほどの平成 26 年度の取り組みとあるが、どういった取り組みなの

か？ 
 事務局 事業系ごみと生活系のごみの明確化、事業者への周知徹底等により、生活系ごみ

の減量を図った。 
  会長 1-1 の同様の部分だが、75％で低迷となっているが、この表現でよいのか。これ

以上の目標とするのであればこれでよいが。 
  委員 1-2 で都市計画マスタープランの策定等の記述があるが、現在まで策定されてい

ない理由は。 
 事務局 特に理由はない。 
  会長 公共下水道計画区域の見直しにかかる整備の早期完成とはどういう内容なのか。 
 事務局 公共下水道計画区域を縮小し、早期の完成および加入促進を図るという内容。 
  委員 公共下水道は接続にもお金がかかり、料金も高い。町から補助もあるようだが。 
 事務局 少子高齢化の影響等により、高齢化世帯等もあり、加入促進は難しい部分もある。 



 委員 高田町内は水の流れもいいので、下水の普及も難しいと思う。 
 事務局 地下水も豊富なので、水道加入率も低くなっている。 
  委員 認知症対策の部分では、認知症であることを隠さないことが重要で、隠している

と認知症が進む傾向にある。まわりの協力が非常に重要。 
  委員 1-3 公共交通で利用促進とニーズに合わせた体系となっているが、どういうこと

なのか。 
 事務局 今まで不足している情報発信等を実施しながら利用促進を図り、利用者の確保

を進めながら、一方で利用者が利用しやすい体系についても検討していきたい

という内容の記載。 
  委員 新鶴幼稚園の改築とあるが、子どもの数そのものが減ってきている部分も考慮

すべきではないか。 
 事務局 各小学校単位で１つとの町の考えがあり、改築する場合でも、当然子どもの数を

考慮し、現在の保育園に増設する形であり、幼保一体型として検討している。 
  委員 内容について十分な議論をするために、担当課長の出席を求めることはできる

のか。 
 事務局 全課長の出席を求めるのは難しいと考えられるので、審議会としてこの部分と

いうところがあれば、その担当課長の出席を求めたい。 
  会長 3-5 までの部分で担当課からの話を聞きたい部分はあるか。 
  委員 公共交通部分の取り組みについて、詳細が知りたい。 
 事務局 （事務局担当分のため担当課長から詳細について説明） 
 
 ４．その他 
    事務局より 
     次回は「現状と課題まで」の後半部分となる。 
 
 
○閉 会  


